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戸田市子ども・子育て支援事業計画実施結果について（総括） 

 

「戸田市子ども・子育て支援事業計画」は、子ども・子育て支援法の規定に基づき、平成２７年から

の５年間を計画期間として策定し、令和元年度をもって第一期が終了した。 

 

【施策の実施状況】  

本計画では、社会の状況や、子ども・子育て支援法の趣旨を踏まえ、以下の４つを主要課題とした。 

●子ども本位の教育・保育事業 

●多様化する保育ニーズへの対応 

●持続可能なサービス提供体制の確保 

●妊娠・出産期から学童期まで切れ目のない支援 

それぞれの主要課題に対し、教育・保育施設の整備、地域子ども・子育て支援事業（１３事業）の実施、

その他各種関連施策により取組を実施した。 

① 教育・保育の「量の見込み」について当初の見込み以上の希望があったことから、平成２９年３月に、

『幼児期の教育・保育施設の整備（計画書第２部第１章２Ｐ45.46）』における２号認定及び３号認

定の見込み量・確保提供量及びそれに伴う延長保育事業について、見直しを実施した。 

② 教育・保育施設の整備については、計画期間中、当初の計画を上回る利用希望があり、待機児童数が

増加したことから、平成２８年１０月に待機児童緊急対策アクションプランを策定し受入れ枠の緊急

拡大を実施し、計画期間５年間（平成２７年度から令和元年度の５年間）で計１８園（認可保育所１

７園、小規模保育事業所１園）を新設した。 

③ 地域子ども・子育て支援事業（１３事業）については、各課継続して事業を実施し、必要な提供量を

確保できた。 

④ その他の関連施策については、６９の事業を挙げており、５年間の進捗の中で次のとおりとなった。 

拡大事業 継続事業 廃止事業 

１４事業 ５４事業 １事業 

 

【結果と考察】別紙のとおり 

 

【第二期計画への継承】 

緊急的な保育の提供体制の整備や幼稚園の長時間預かり等の様々な施策の実施により待機児童数は令

和２年４月時点で 0 人となり、主要課題である持続可能なサービス提供体制の確保に成果をあげた。ま

た、地域子ども・子育て支援事業（１３事業）及びその他関連施策の安定的な実施により、多様な子育て

支援策の拡充を図ることが出来た。 

 一方で、子育て家庭が孤立しやすい社会の状況は続いている。すべての家庭が安心して楽しく子育て

ができる環境を整備するため、第二期計画においては、「子育て支援の充実」、「乳幼児期の教育・保育の

充実」「児童・青少年の育成環境の充実」を主要課題とし、引き続き事業を実施していく。 
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◆ 幼児期の教育・保育施設の整備（担当課名：保育幼稚園室） 

幼児期の学校教育・保育事業について、計画年度の施設利用量の見込と確保の内容は以

下のとおりです。 

 

■認定区分 

認定は次の１～３号の区分で行われます。 

 

認定区分 対象者 対象施設 

１号認定 
満３歳以上の学校教育のみの就学前の子ども 

（保育の必要性なし） 

幼稚園 

認定こども園 

２号認定 
満３歳以上の保育の必要性の認定を受けた就学前の子

ども （保育を必要とする子ども） 

保育園 

認定こども園 

３号認定 
満３歳未満の保育の必要性の認定を受けた就学前の子

ども （保育を必要とする子ども） 

保育園 

認定こども園 

地域型保育事業 

 

 

（１） １号認定（満３歳以上の学校教育のみの就学前の子ども） 

＜計画値＞                              単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 2,691 2,715 2,765 2,782 2,795 

②確保提供量 2,920 2,848 2,848 2,848 2,848 

 特定教育・保育施設 0 168 168 168 168 

 確認を受けない幼稚園 2,920 2,680 2,680 2,680 2,680 

②－① 229 133 83 66 53 

 

＜実績値＞                                                          単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①利用量 2,698 2,593 2,497 2,462 2,318 

②確保提供量 2,920 2,920 2,920 2,920 2,920 

 特定教育・保育施設 0 0 0 ０ 0 

 確認を受けない幼稚園 2,920 2,920 2,920 2,920 2,920 

②－① 222 327 423 458 602 

※５月１日現在の数値 

市内幼稚園 2,055人  1号認定   5人 

 市外幼稚園  258人 
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（２） ２号認定（満３歳以上の保育の必要性の認定を受けた就学前児童） 

＜計画値＞                                                          単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 1,672 2,008 2,186 2,360 2,534 

 幼児期の学校教育の利用
希望が強い 

374 380 390 395 400 

 上記以外 1,298 1,628 1,796 1,965 2,134 

②確保提供量 1,844 1,961 2,094 2,387 2,534 

 特定教育・保育施設 1,798 1,959 2,092 2,385 2,532 

 認可外保育施設 46 2 2 2 2 

②－① 172 -47 -92 27 0 

 

 

＜実績値＞   

４月１日現在                                                      単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①申請量 1,433 1,628 1,670 1,811 1,947 

②確保提供量 1,435 1,581 1,704 1,938 2,064 

 特定教育・保育施設 1,389 1,579 1,702 1,937 2,063 

 認可外保育施設 46 2 2 １ 1 

②－① 2 ▲47 34 127 117 

  

１０月１日現在                                                    単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①申請量 1,491 1,640 1,677 1,806 1,954 

②確保提供量 1,435 1,581 1,704 1,938 2,064 

 特定教育・保育施設 1,389 1,579 1,702 1,937 2,063 

 認可外保育施設 46 2 2 １ 1 

②－① ▲56 ▲59 27 132 110 
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（３） ３号認定（０歳児） 

＜計画値＞                                                          単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 208 280 312 345 378 

②確保提供量 258 288 305 346 378 

 特定教育・保育施設 187 216 237 278 310 

 地域型保育事業 46 56 61 61 61 

 認可外保育施設 25 16 7 7 7 

②－① 50 8 -7 1 0 

 

＜実績値＞ 

４月１日現在                                                      単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①申請量 221 280 301 291 286 

②確保提供量 269 288 306 336 355 

 特定教育・保育施設 198 216 237 274 304 

 地域型保育事業 46 56 62 60 49 

 認可外保育施設 25 16 7 2 2 

②－① 48 8 5 45 69 

 

１０月１日現在                                                    単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①申請量 451 477 471 468 490 

②確保提供量 269 288 306 336 355 

 特定教育・保育施設 198 216 237 274 304 

 地域型保育事業 46 56 62 60 49 

 認可外保育施設 25 16 7 2 2 

②－① ▲182 ▲189 ▲165 ▲132 ▲135 
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（４） ３号認定（１・２歳児） 

＜計画値＞                                                          単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 949 1,265 1,344 1,423 1,503 

②確保提供量 992 971 1,041 1,277 1,503 

 特定教育・保育施設 702 783 859 1,095 1,321 

 地域型保育事業 120 154 168 168 168 

 認可外保育施設 170 34 14 14 14 

②－① 43 -294 -303 -146 0 

 

＜実績値＞ 

４月１日現在                                                        単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①申請量 1,075 1,265 1,364 1,431 1,432 

②確保提供量 1,011 971 1,042 1,210 1,303 

 特定教育・保育施設 716 783 859 1,037 1,119 

 地域型保育事業 120 154 169 171 182 

 認可外保育施設 175 34 14 2 2 

②－① ▲64 ▲294 ▲322 ▲221 ▲129 

 

１０月１日現在                                                      単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①申請量 1,187 1,291 1,380 1,459 1,496 

②確保提供量 1,011 971 1,042 1,210 1,303 

 特定教育・保育施設 716 783 859 1,037 1,119 

 地域型保育事業 120 154 169 171 182 

 認可外保育施設 175 34 14 2 2 

②－① ▲176 ▲320 ▲338 ▲249 ▲193 
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（５） ３号認定（０～２歳児）の保育利用率 

＜計画値＞                                                          単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

0～２歳推計児童数 4,436 4,493 4,492 4,488 4,490 

３号認定量の見込み 1,157 1,545 1,656 1,768 1,881 

保育利用率（％） 26.1 34.4 36.9 39.4 41.9 

 

＜実績値＞                                                          単位：人 

項目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

0～２歳計児童数 4,716 4,777 4,664 4,450 4,223 

３号認定量 1,296 1,545 1,645 1,722 1,718 

保育利用率（％） 27.5 32.3 35.3 38,7 40.7 

※４月１日現在の数値 

 

【幼児期の教育・保育施設の整備に関する確保の内容】 

■１号認定（幼稚園等で教育を希望する場合）について 

・新制度に移行しない幼稚園のほか、移行した場合の幼稚園、認定こども園における教育

利用希望者も含め、受け入れ可能人数を設定します。 

・既存の市内私立幼稚園全 10 園における定員総数が、５年間の量の見込数を上回る状況

から、新制度の幼稚園若しくは認定こども園へ移行したとしても、当該施設全体の定員

数に変更がなければ、量の見込分は確保できることとなります。 

 

■２号・３号認定（保育の必要な事由に該当し保育所等で保育を希望する場合）について 

・入所申込状況等により、随時確保策の見直しを検討し、令和元年度までの 5 年の間で、

量の見込分が受け入れ可能となるよう、保育所等の整備を計画します。 

・小規模保育の連携先施設を増やすため、２歳児と３歳児のクラス定員差がより大きくな

るよう、保育所の整備を進めます。 

・既存の幼稚園について、長時間の預かり保育の充実化を促進し、小規模保育の連携先施

設の確保に努めるとともに、認定こども園化を促進し、高まる保育需要の緩和を図りま

す。 

・既存の認可外保育施設について、新制度の基準に合致した保育所等への移行を促進し、

保育の質を高めます。 
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＜ 実施結果＞ 

取組状況 

幼児期の教育・保育施設の整備に関しては、平成 28 年 4 月までの間に当

初計画において想定していた以上の利用希望があったため、平成 28 年 10

月に待機児童緊急対策アクションプランを策定し、保育所整備等による受入

枠の緊急拡大に取り組んだ。これにより、本事業計画における平成 28 年度

以降のニーズ量・確保提供体制量についても、大きく変動があったことから、

平成２９年３月に見直しを行った。 

整備数としては、平成 27 年度から令和元年度までの 5 年間（平成 28 年

4 月 1 日～令和 2 年 4 月 1 日開園）で、認可保育所 17 園と小規模保育事

業所１園の計 1８園を新設した。 

成果 

保育需要が高い地域（戸田駅や戸田公園駅付近など）を中心に整備を実施

し、確保提供量を拡大したことで、利用児童数の増加と待機児童数の減少に

寄与した。 

今後の方向性 

就学前児童数や保育ニーズを見ながら、既存施設の定員の見直し等を実施

し、保育需要に対応していくと共に、保育の質や魅力の向上にも取り組んで

いく。 
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◆ 地域子ども・子育て支援事業の整備 

地域子ども・子育て支援事業について、計画年度の利用量の見込と確保の内容は以下の

とおりです。 

 

（１）利用者支援事業（担当課名：こども家庭課、福祉保健センター） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 利用者支援事業 

(2) 事業の概要 

保育所、幼稚園、認定こども園等の施設や地域の子育て支援情

報を集約し、保護者からの利用相談や、必要な情報提供・助言を

するとともに、関係機関との連絡調整などを行う。 

(3) 確保方策の考え方 
多様な教育・保育施設や地域の子育て支援事業についての専門

知識を有する職員の配置を推進していきます。 

② 確保提供量 

＜計画値＞                                                           単位：か所 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

確保提供量 1 1 1 1 1 

 

＜実績値＞                                                           単位：か所 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

確保提供量 1 ３ ３ 3 ３ 

   ※３月３１日現在の数値 

③ 実施結果 

取組状況 

戸田公園駅前子育て広場で実施する基本型に加え、平成２８年度より、

特定型の『すこやか相談（こども家庭課）』、母子保健型の『子育て相談ル

ーム（福祉保健センター）』を実施。 

成果 

広場の利用時に気軽に相談ができる基本型、より専門的な相談に個別に

対応できる特定型・母子保健型の実施により、ニーズに合わせた相談対応

や情報提供・助言等を行うことが出来た。 

また、保健師等の専門的な知識を有する職員が育児に関する様々な相談

に応じ、妊娠期から子育て期にわたる母子のサポートを行うことが出来

た。 

今後の方向性 
令和２年度以降も、基本型、特定型、母子保健型の計３ヶ所で実施予定。

子育て支援事業等について専門知識を有する職員の配置を進めていく。 
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（２）地域子育て支援拠点事業（担当課名：保育幼稚園室、こども家庭課、児童青少年課）

① 事業の概要

(1) 本市における事業名
子育て支援センター、親子ふれあい広場、戸田公園駅前子育て広

場、さんさん広場、わんぱくタイム 

(2) 事業の概要

乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場所を常設し、子育

てについての相談、情報交換などを行う。市内に、子育て支援セ

ンター１０か所、親子ふれあい広場７か所、戸田公園駅前子育て

広場、さんさん広場、わんぱくタイムの計２０か所を設置。不定

期で出張広場も実施。 

(3) 確保方策の考え方

ニーズ調査及び推計児童数をもとに量の見込みを算出。

設置数及び開室日数から提供は可能であるが、今後も事業の周知

を図りながら、利用状況等をみて開室日時や開室場所などの見直

しをしていきます。 

② 確保提供量

  ＜計画値＞ 単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

① 量の見込み 111,787 111,322 111,320 113,098 113,148 

②確保提供量 111,787 111,322 111,320 113,098 113,148 

② －① 0 0 0 0 0 

＜実績値＞ 単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 99,411 117,723 110,842 101,593 78,713 

※３月３１日現在の数値

  28,906人（子育て支援センター） 

＜令和元年度＞ 

保育幼稚園室 

こども家庭課 32,952人（親子ふれあい広場15,181人、ぷくぷく1,137人、 

戸田公園駅前子育て広場16,634人） 

児童青少年課  16,855人（さんさん広場 2,215 人、わんぱくタイム 14,640 人） 
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③ 実施結果

取組状況 

保育所併設型で実施する子育て支援センターを平成30年度に１

か所増設し、乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場所を拡大

した（保育幼稚園室）。 

親子ふれあい広場(市内７か所)、戸田公園駅前子育て広場（1 か

所）、委託による親子ふれあい広場ぷくぷく(２か所)を開室し、各地

域で親子が集える場を提供した（こども家庭課）。 

児童センターにおいて、さんさん広場、わんぱく広場として、定

期的に開催し、子育てについての相談、情報交換などを実施した。

（児童青少年課） 

成果 

子育て支援センターが比較的少ない地域（下戸田地区）に、新たに

増設したことで、地域特性や利用者ニーズに合わせた相談対応や情報

提供等を行うことができた。（保育幼稚園室） 

学童保育室の空き時間を利用した親子ふれあい広場や土日祝日も１

日開室する戸田公園駅前子育て広場など、利用形態の異なる広場の運

営により個々のニーズに合わせてご利用いただくことができた。また

子育てアドバイザーが利用者に寄り添い、子育ての孤独感や不安感の

緩和に向けて支援することができた。（こども家庭課） 

児童センターの中での実施とあって、気軽に参加し、乳幼児及び保

護者同士の交流や、子育てについての相談対応、情報提供・助言等を

行うことができた。（児童青少年課） 

今後の方向性 

保育所等の受け入れ枠や令和元年度後半においては感染症拡大防止

のため各拠点において休止期間があったこと等により利用数は減少傾

向となっているが、各拠点において必要な提供量を確保し適切に運営

することができた。 

今後も引き続き事業周知を行い、より利用しやすい事業となるよう

検討していく。 
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（３）妊婦健康診査事業（担当課名：福祉保健センター）

① 事業の概要

(1) 本市における事業名 妊婦健康診査事業 

(2) 事業の概要

妊婦の疾病の早期発見や健康管理のため、健康診査を実施。 

母子健康手帳の交付時に、妊婦健康診査の助成券（14 回分）を

配布する。 

(3) 確保方策の考え方

推計児童数から量の見込みを算出。 

 妊婦の健康管理の向上を図るため、妊婦健康診査を推進してい

きます。 

② 確保提供量

＜計画値＞   単位：延べ利用回数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

① 量の見込み 1,682 1,679 1,677 1,679 1,680 

② 確保提供量 1,682 1,679 1,677 1,679 1,680 

③ －① 0 0 0 0 0 

実績値＞ 単位：延べ利用回数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 1,596 1,512 1,489 1,432 1,372 

※３月３１日現在の数値

③ 実施結果

取組状況 

妊婦に対し、妊婦健康診査を医療機関に委託する方法と、委託外の医療

機関で妊婦健康診査を受けた場合は、妊婦への償還払いする方法で、実施。 

妊婦の健康管理を充実させるともに妊婦の健診費用の負担軽減を図るこ

とを目的とする。 

成果 
令和元年度は、妊婦健康診査委託料の 14 回分の受診者 15,817 人と、

償還払いの延べ助成者1,001人を加え、延べ16,818人に助成している。 

今後の方向性 
令和２年度以降も、妊婦健診の助成内容と一部の委託料の単価を上げる

ことについて、事務委託先である埼玉県とともに検討していく。 
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（４）乳児家庭全戸訪問事業（担当課名：福祉保健センター） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 こんにちは赤ちゃん訪問事業 

(2) 事業の概要 

生後４か月までの乳児のいるすべての家庭を看護職が家庭訪

問し、赤ちゃんの体重測定・育児相談・お母さんの体の相談・母

子保健サービスや予防接種の案内を行う。 

(3) 確保方策の考え方 

推計児童数から量の見込みを算出。 

事業及び「お誕生連絡票」、「出生連絡票」の提出について周知

を図りながら、すべての家庭に訪問できるよう努めます。 

② 確保提供量 

  ＜計画値＞                                                             単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 1,469 1,466 1,465 1,466 1,467 

②確保提供量 1,469 1,466 1,465 1,466 1,467 

②－① 0 0 0 0 0 

  

＜実績値＞                                単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 1,496 1,475 1,399 1,363 1,232 

※３月３１日現在の数値 

 

③ 実施結果 

取組状況 

保健師、助産師等が生後 4 か月までの乳児の家庭に訪問し、乳児の発育

発達・健康状態、産婦の健康状態、の確認、育児相談、母子保健サービス

等の情報提供を実施。 

成果 

5 年間平均で約９割の家庭に実施できた。産後の不安を抱える生後４か月

までの時期に保健師・助産師等の専門職が訪問することで、早期に産婦の

不安を解消し、安心して子育てできることつながった。また、関係機関と

連携を取り、協力して虐待予防に取り組めた。 

今後の方向性 
未訪問の件数を減少させるよう実施方法を検討し、令和２年度以降も引き

続き継続して実施する。 
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（５）養育支援訪問事業（担当課名：こども家庭課） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 養育支援訪問事業 

(2) 事業の概要 

乳児家庭全戸訪問等で把握された特に支援が必要な家庭に対

し、安定して子どもを養育できるよう、専門的な助言指導及び育

児・家事援助を行う。 

(3) 確保方策の考え方 

過年度実績から量の見込みを算出。 

乳児家庭全戸訪問等との連携を図りながら、該当家庭に対して

は、必要な訪問支援、家事支援を実施します。 

② 確保提供量 

＜計画値＞                                 単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 4 4 4 4 4 

②確保提供量 4 4 4 4 4 

②－① 0 0 0 0 0 

 

＜実績値＞                                 単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 2 2 0 2 1 

   ※３月３１日現在の数値 

 

③ 実施結果 

取組状況 

妊娠期から支援を必要とする家庭、出産後間もない時期の養育者及び不適

切な養育状態や虐待のおそれのある特に支援が必要な家庭に対して、支援

計画を作成し、訪問支援者による相談・指導・助言等を実施した。 

成果 

乳児家庭全戸訪問やこども家庭相談センターで把握した、育児期の養育に

関して特に支援が必要な家庭に対し、保健師や家庭児童相談員等による専

門的な助言指導及び訪問ヘルパー事業者による家事・育児援助を行うこと

ができた。 

今後の方向性 

乳児家庭全戸訪問やこども家庭相談センターとの連携を図りながら、該当

家庭に対して、専門的な助言指導及び育児・家事援助を行うなど、必要な

訪問支援、家事支援を引き続き実施します。 
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（６）子育て短期支援事業（担当課名：こども家庭課） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 
①ショートステイ事業 

②トワイライトステイ事業 

(2) 事業の概要 

①保護者の疾病等、家庭において一時的に子どもの養育が困難に

なった場合に施設で子どもを預かる（宿泊を伴う）。 

乳児院２か所、児童福祉施設１か所で実施している。 

②保護者が就業等で帰宅が遅くなり、子どもの夜間の養育が困難

な場合に施設で子どもを預かる。 

児童福祉施設１か所で実施している。 

(3) 確保方策の考え方 

①ニーズ調査をもとに量の見込みを算出。 

契約施設３か所の定員で提供可能です。 

②利用実績から定員にて提供可能です。 

② 確保提供量 

【ショートステイ事業】 

＜計画値＞                              単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 195 198 200 201 203 

②確保提供量 252 252 252 252 252 

②－① 57 54 52 51 49 

＜実績値＞                              単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①利用量 96 20 54 128 54 

②確保提供量 252 252 252 252 252 

②－① 156 232 198 124 198 

 

【トワイライトステイ事業】 

＜計画値＞                                単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

確保提供量 2,260 2,260 2,260 2,260 2,260 

＜実績値＞                                単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①利用量 478 312 362 282 228 

②確保提供量 2,260 2,260 2,260 2,260 2,260 

②－① 1,782 1,948 1,898 1,978 2,032 

※３月３１日現在の数値 
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③ 実施結果 

取組状況 
ショートステイ事業については、乳児院２か所、児童福祉施設１か所で実

施。トワイライトステイステイ事業は児童福祉施設１か所で実施。 

成果 

ショートステイ事業については、保護者の疾病による入院や出産等により

一時的に子どもの養育が困難な家庭からの申し込みに柔軟に対応し、保護

者のニーズに応えることができた。 

トワイライトステイ事業については、共働き家庭やひとり親家庭で、就労

により夜間の養育が困難な家庭からの申し込みに対して、学童利用後から

スムーズに預かることができ、子どもと保護者が安心して利用することが

できた。 

今後の方向性 

令和２年度以降も、ショートステイ事業については、乳児院２か所、児童

福祉施設１か所で実施、また、トワイライトステイ事業については、児童

福祉施設１か所で実施予定。必要とする家庭がより利用できるよう事業周

知を図っていく。 
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（７）ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業） 

    （担当課名：こども家庭課） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 ファミリー・サポート・センター事業 

(2) 事業の概要 

小学生までの児童の預かり他育児の援助を行いたい人と受けた

い人がそれぞれ会員となり、会員が希望する相互援助活動に関す

る連絡、調整を行う。 

(3) 確保方策の考え方 

推計児童数及び利用実績から量の見込みを算出。事業の周知を

図りながら、協力会員の増加を図り、必要な援助活動が行われる

ように努めます。 

② 確保提供量                             

＜計画値＞                                                   単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 2,238 2,290 2,346 2,402 2,457 

②確保提供量 2,238 2,290 2,346 2,402 2,457 

②－① 0 0 0 0 0 

      

＜実績値＞                                                 単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 2,117 2,292 2,476 2,771 1,460 

※３月３１日現在の数値 

③ 実施結果 

取組状況 

保育施設等への送迎や、学童終了後の預かりなどの依頼に対し、会員同

士の活動が円滑に行われるよう連絡及び調整を行った。 

また、協力会員の獲得のため、子育て支援員研修の場で事業案内を行う

等、事業周知に取り組んだ。 

成果 

アドバイザーが相互援助活動に関する連絡・調整を行うことで、活動が

円滑に行われ、地域における育児の相互援助活動を推進することが出来

た。 

今後の方向性 

令和元年度については依頼件数が少なかったため利用量が減少してい

るが、例年通り、依頼に対し必要な派遣は実施出来ており、適切に運営さ

れている。引き続き事業の周知を図り、必要な援助活動が実施できるよう

協力会員の増加に努めていく。 
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（８）一時預かり事業（担当課名：保育幼稚園室、こども家庭課） 

８-１【一時預かり事業（幼稚園在園児対象の預かり保育）】 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 一時預かり事業（幼稚園在園児対象の預かり保育） 

(2) 事業の概要 

幼稚園在園児を対象とし、通常の教育時間の前後や長期休業期

間中などに、希望者を教育（保育）する事業。園により預かり保

育の実施日、時間などの状況は異なる。 

(3) 確保方策の考え方 
一時預かり実施幼稚園の利用実績から量の見込みを算出。在園

児については提供可能。未実施園での事業について検討します。 

② 確保提供量（１号認定＋２号認定） 

  ＜計画値＞                                    単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

① 量の見込み 13,602 15,642 17,988 20,686 23,789 

② 確保提供量 13,602 15,642 17,988 20,686 23,789 

②－① 0 0 0 0 0 

   

  ＜実績値＞                                    単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 17,363 20,765 21,682 28,916 31,700 

   ※３月３１日現在の数値 

③ 実施結果 

取組状況 

教育時間外や長期休業期間中に、幼稚園での一時預かりを希望する在園

児が預かり保育を受けられるよう、開所時間、開所日数の拡大を推進し、

要件を満たす園には補助を行っている。 

成果 
幼稚園の開所時間、開所日数が拡大し、預かり保育の利用人数を増やす

ことができた。 

今後の方向性 
令和 2 年度以降も引き続き利用人数等を見ながら、希望者が預かり保

育を利用できるよう事業を進めていく。 
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８-２【一時預かり事業（幼稚園の預かり保育以外）】 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 一時預かり事業（預かり保育以外） 

(2) 事業の概要 

・一時保育事業 

日ごろ保育所を利用していなくても、一時的に児童を預けるこ

とができる事業。 

・戸田公園駅前子育て広場一時預かり 

利用理由を問わず、１日６時間を上限として１時間単位で児童

を預かる事業。 

(3) 確保方策の考え方 
ニーズ調査及び利用実績から量の見込みを算出。利用状況をみ

ながら、より利用しやすい制度となるよう検討していきます。 

② 確保提供量 

【一時保育事業】 

＜計画値＞                         単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 12,426 12,436 12,433 12,436 12,426 

②確保提供量 24,600 24,600 24,600 24,600 24,600 

②－① 12,174 12,164 12,167 12,164 12,174 

＜実績値＞                           単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①利用量 15,462 15,682 15,479 13,415 12,242 

③ 確保提供量 24,600 24,810 24,810 28,504 28,340 

④ －① 9,138 9,128 9,331 15,089 16,098 

※3月３１日現在の数値 

【戸田公園駅前子育て広場一時預かり】 

＜計画値＞                                     単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

確保提供量 1,440 1,440 1,440 1,440 1,440 

＜実績値＞                                     単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

利用量 762 1,018 923 647 575 

※3月３１日現在の数値 
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③ 実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組状況 

一時保育事業は、保育所併設型として平成 28 度以降、新たに 3 か所

増設。また、就労等の利用回数（週 3 回⇒月 12 回）の変更や利用理由

の追加等を実施した。（保育幼稚園室） 

戸田公園駅前子育て広場に併設された一時預かりで、利用理由を問わな

い預かりを実施した。（こども家庭課） 

成果 

増設や利用回数、利用理由の変更により、保護者の就労等で一時的に保

育が必要な児童の保育需用に対応することができた。（保育幼稚園室） 

リフレッシュ目的でも利用できる一時預かりを実施し、育児疲れ等によ

る一時預かりのニーズに対応することができた。（こども家庭課） 

今後の方向性 

保育の受入れ枠拡大に伴い利用数は減少傾向にあるが、一時預かりを必

要とする親子は引き続き多く、それに対して必要な提供量を確保し適切に

運営することができた。今後も利用状況や利用者ニーズをみながら、より

利用しやすい制度となるよう実施していく。 
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（９）延長保育事業（担当課名：保育幼稚園室） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 延長保育事業 

(2) 事業の概要 
保護者の就労形態の多様化に対応するため、保育所の通常開所

時間 11 時間を超えて保育を行う。 

(3) 確保方策の考え方 
ニーズ調査に利用実績を補正し量の見込みを算出。必要とする

利用者について、適正に実施していきます。 

⑤  確保提供量 

  ＜計画値＞                                 単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

① 量の見込み 505 603 655 778 865 

②確保提供量 2,428 2,768 3,007 3,572 3,972 

②－① 1,923 2,165 2,352 2,794 3,107 

 

＜実績値＞                                単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

① 利用量 538 740 780 902 708 

②確保提供量 2,627 2,998 3,311 3,693 3,837 

②－① 2,089 2,258 2,531 2,791 3,129 

※3月３１日現在の数値 

民間保育所453人、公立保育所188人、小規模保育65人、事業所内保育2人 

③ 実施結果 

取組状況 

保護者の就労形態の多様化に対応するため、新設の民間保育所において

0 歳児延長保育の実施。また、既存保育所の延長時間の拡大を実施。 

成果 
令和元年度は 56 園において、延長保育を実施。受入児童数の拡大によ

り、保護者の就労形態の多様化に対応することができた。 

今後の方向性 

令和２年度以降も保護者の就労形態の多様化に対応するため継続的に

実施していく。 
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（10）病児・病後児保育事業（担当課名：保育幼稚園室） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 病児・病後児保育事業 

(2) 事業の概要 
病気や病気回復期の病児や突然の発熱などで集団保育が困難

な児童を一時的に保育する事業。市内に 3 か所設置。 

(3) 確保方策の考え方 
利用実績から量の見込みを算出。利用状況を見ながら、より利

用しやすい制度となるよう検討していきます。 

② 確保提供量 

＜計画値＞                         単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 540 548 554 558 562 

②確保提供量 2,880 2,880 2,880 2,880 2,880 

②－① 2,340 2,332 2,326 2,322 2,318 

 

＜実績値＞                         単位：延べ利用人数／年 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

① 利用量 648 624 558 456 444 

②確保提供量 2,880 2,916 2,928 2,916 2,880 

②－① 2,232 2,292 2,370 2,460 2,436 

※3月３１日現在の数値 

③ 実施結果 

取組状況 

平成 30 年 7 月 20 日付けで、対象児童を 10 歳未満から満 12 歳に達

した日以降の最初の 3 月 31 日までの間にある児童に利用可能者を拡大

した。 

成果 

病気又は病気回復期のため、集団生活が困難で保育園等に通園、通学で

きない児童を、医療機関と連携した施設で保育を行うことで、働きながら

子育てをする親の子育てを支援することができた。 

今後の方向性 

令和 2 年 1１月（予定）より、「病児保育送迎システム」を 3 年間のモ

デル事業として市内１施設で実施予定。（保育園等で子どもが体調不良に

なった場合、保護者が就労等のやむを得ない理由によりすぐに迎えが困難

な場合、病児保育室の看護師が子どもを迎えに行き、医療機関を受診後、

病児保育室で一時的に預かる事業） 
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（11）学童保育室事業（放課後児童健全育成事業）（担当課名：児童青少年課） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 学童保育室事業 

(2) 事業の概要 

小学校に就学している児童であって、その保護者が就労等によ

り保育が困難な家庭に、放課後児童を預かる事業。 

公立 22 か所、定員 1,225 人。 

(3) 確保方策の考え方 
ニーズ調査をもとに算出。民間学童保育室の設置等により定員

拡大を図ります（確保提供量は公立・民間の合計値）。 

② 確保提供量 

＜計画値＞                               単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①量の見込み 1,401 1,398 1,398 1,398 1,416 

 低学年 1,029 1,030 1,041 1,049 1,066 

 高学年 372 368 357 349 350 

②確保提供量 1,610 1,660 1,660 1,660 1,660 

②－① 209 262 262 262 244 

 

＜実績値＞                               単位：人 

項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

①利用量 1,084 1,192 1,339 1,374 1,496 

 低学年 963 1,068 1,180 1,171 1,237 

 高学年 121 124 159 203 259 

②確保提供量 1,577 1,603 1,748 1,934 1,987 

②－① 493 411 409 560 491 

※3月31日現在の数値 
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③ 実施結果 

取組状況 

学校敷地内に設置している公立学童保育室については、児童増加に伴い

現状以上の設置は困難であるため、待機児童が出ている小学校区を中心に

学校敷地外に民間学童保育室の誘致を進めた。 

成果 
平成２７年度の８室から令和元年度には２０室まで誘致することがで

き、計画値を大幅に超える枠を確保することができた。 

今後の方向性 

小学校の建て替えに合わせ、公立学童保育室の建て替えも実施し、受け

入れ枠を増加させるほか、今後、児童数が増加する見込みがある地域に対

し、現在の受け入れ枠で対応できない場合には、民間学童保育室の誘致を

進めていく。 
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（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 （担当課名：保育幼稚園室） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 実費徴収に係る補足給付事業 

(2) 事業の概要 

保育料は、国が定める公定価格を基に、市が条例により利用者

負担額を設定するが、施設によっては、それに以外に実費徴収（教

材費、行事参加費等）を行う場合がある。 

実費徴収があった場合、実費負担の部分について低所得者の負

担軽減を図るため補助を実施する。 

(3) 確保方策の考え方 国が設定する基準をもとに助成を実施します。 

確保方策の実施状況 令和元年度は、延べ９５人に対して給付を行った。 

 

② 実施結果 

取組状況 
施設への事業周知を行い、低所得者の実費徴収を免除した施設

に対して補助を実施。 

成果 
実費徴収を免除したことにより、低所得者の負担軽減を図るこ

とができた。 

今後の方向性 
令和２年度以降も、引き続き事業周知を行い、低所得者の負担

軽減を図っていく。 
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（13）多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

（担当課名：保育幼稚園室） 

① 事業の概要 

(1) 本市における事業名 多様な主体の参入促進事業 

(2) 事業の概要 

新たに開設された施設や事業が安定的、継続的かつ円滑に事業

を実施できるよう、設置又は運営を促進する事業。 

認可保育所、小規模保育事業等の新規施設への巡回支援等や認

定こども園における特別な支援が必要な子どもの受入れ支援（私

学助成対象外の施設）などを行う。 

(3) 確保方策の考え方 
新規事業者が円滑に事業を実施できるよう必要に応じて支援

を行います。 

確保方策の実施状況 
保育アドバイザーによる保育施設への巡回支援を行った。 

（７１施設 計１６０回） 

 

② 実施結果 

取組状況 

施設への事業周知を行い、（園長会議等での周知やポスター等）

定期的に巡回し相談対応や保育環境の確認を行った。 

また、保育事業者や保育士からの依頼を受け、保育の確認や配

慮を要する園児への対応の助言等を実施した。 

保護者からの相談を受け、必要に応じて保育現場に出向き確認

し、改善指導を行った。 

成果 

待機児童解消のため保育施設の新設を急ピッチで進めてきたな

かでも、すべての施設が適切な保育環境で保育が実施されるよう

な支援体制を整備できたことは、市内全体の保育の質の確保につ

ながっている。 

今後の方向性 

令和２年度は、感染症拡大防止のため巡回訪問を控え、アンケ

ートや電話相談等を行っているが、収束後は、相談対応に対して

速やかに巡回訪問等を実施し、市民のニーズに応えられるような

保育所運営がなされるよう支援体制を充実させていきたい。 
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ン
タ
ー
事

業
育

児
の

援
助

を
行

い
た
い
人

と
受

け
た
い
人

が
会

員
と
な
っ
て
行

う
育

児
の

相
互

援
助

活
動

1
こ
ど
も
家

庭
課
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戸
田

市
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
係

る
調

査
票

（
回

答
）

○
児

童
虐

待
防

止
対

策
の

充
実

1
9

6
2

要
保

護
・
要

支
援

乳
幼

児
家

庭
の

把
握

乳
幼

児
健

康
診

査
未

受
診

者
の

家
庭

訪
問

な
ど
を
通

じ
て
、
要

保
護

・
要

支
援

家
庭

を
把

握
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

2
0

6
2

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

関
係

機
関

の
円

滑
な
連

携
と
協

力
関

係
を
築

き
、
虐

待
を
受

け
て
い
る
児

童
を
始

め
と
す
る
要

保
護

児
童

の
早

期
発

見
と
適

切
な
支

援
を
実

施
1

こ
ど
も
家

庭
課

2
1

6
2

虐
待

通
告

義
務

の
周

知
虐

待
発

見
者

の
通

告
義

務
に
つ
い
て
、
保

育
所

、
幼

稚
園

、
学

校
等

の
関

係
機

関
を
含

め
、
広

く
市

民
に
広

報
1

こ
ど
も
家

庭
課

担
当

課
名

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

拡
大

事
業

な
し

継
続

事
業

・
要

保
護

・
要

支
援

乳
幼

児
家

庭
の

把
握

・
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
・
虐

待
通

告
義

務
の

周
知

・
児

童
保

護
体

制
・
里

親
制

度
の

普
及

・
家

庭
児

童
相

談
員

に
よ
る
相

談
支

援
・
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
促

進
支

援
・
児

童
扶

養
手

当
支

給
事

業
・
遺

児
手

当
支

給
事

業
・
ひ
と
り
親

家
庭

就
業

支
援

事
業

・
ひ
と
り
親

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
・
ひ
と
り
親

家
庭

等
医

療
費

支
給

事
業

・
ひ
と
り
親

家
庭

住
宅

支
援

事
業

廃
止

事
業

な
し
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2
2

6
2

児
童

保
護

体
制

要
保

護
児

童
を
早

期
に
発

見
し
、
児

童
相

談
所

と
の

連
携

の
下

、
児

童
福

祉
施

設
等

へ
保

護
1

こ
ど
も
家

庭
課

2
3

6
2

里
親

制
度

の
普

及
児

童
相

談
所

と
の

連
携

に
よ
る
里

親
制

度
の

広
報

活
動

の
充

実
と
児

童
の

受
入

れ
体

制
の

拡
大

1
こ
ど
も
家

庭
課

2
4

6
5

家
庭

児
童

相
談

員
に
よ
る
相

談
支

援
子

育
て
や

生
活

の
悩

み
な
ど
、
ひ
と
り
親

家
庭

か
ら
の

相
談

を
受

け
、
解

決
に
向

け
た
支

援
を
実

施
し
、
状

況
に
応

じ
て
関

係
機

関
と
連

携
し
て
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
を
促

進
1

こ
ど
も
家

庭
課

2
5

6
5

ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
促

進
支

援
母

子
・
父

子
自

立
支

援
員

を
設

置
し
、
ひ
と
り
親

家
庭

の
自

立
を
計

画
的

・
総

合
的

に
支

援
1

こ
ど
も
家

庭
課

2
6

6
5

児
童

扶
養

手
当

支
給

事
業

法
に
基

づ
き
、
ひ
と
り
親

家
庭

等
で
１
８
歳

に
な
っ
た
年

度
末

ま
で
の

子
（
一

定
の

障
が

い
を
有

す
る
子

は
2
0
歳

未
満

）
の

養
育

者
に
手

当
を
支

給
（
所

得
制

限
有

り
）

1
こ
ど
も
家

庭
課

2
7

6
5

遺
児

手
当

支
給

事
業

死
亡

に
よ
り
生

計
維

持
者

を
失

っ
た
児

童
の

養
育

者
に
対

し
て
手

当
を
支

給
（
所

得
制

限
有

り
）

1
こ
ど
も
家

庭
課

2
8

6
5

ひ
と
り
親

家
庭

就
業

支
援

事
業

ひ
と
り
親

家
庭

の
親

を
対

象
に
自

立
の

た
め
の

就
業

支
援

事
業

と
し
て
教

育
訓

練
給

付
金

、
高

等
職

業
訓

練
促

進
費

又
は

高
等

職
業

訓
練

促
進

費
を
支

給
1

こ
ど
も
家

庭
課

2
9

6
5

ひ
と
り
親

家
庭

等
日

常
生

活
支

援
事

業
ひ
と
り
親

家
庭

及
び
寡

婦
の

一
時

的
な
生

活
援

助
の

た
め
の

家
庭

生
活

支
援

員
の

派
遣

1
こ
ど
も
家

庭
課

3
0

6
5

ひ
と
り
親

家
庭

等
医

療
費

支
給

事
業

ひ
と
り
親

家
庭

等
に
対

す
る
経

済
的

援
助

と
し
て
、
医

療
費

の
一

部
負

担
金

等
を
助

成
（
所

得
制

限
有

り
）

1
こ
ど
も
家

庭
課

3
1

6
5

ひ
と
り
親

家
庭

住
宅

支
援

事
業

ひ
と
り
親

家
庭

の
市

内
転

居
の

際
、
家

賃
差

額
及

び
債

務
保

証
料

を
助

成
（
所

得
制

限
有

り
）

1
こ
ど
も
家

庭
課
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戸
田

市
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
係

る
調

査
票

（
回

答
）

○
障

が
い
児

施
策

の
充

実

3
2

6
7

保
育

所
、
幼

稚
園

等
へ

の
児

童
観

察
指

導
保

育
所

、
幼

稚
園

か
ら
の

要
請

に
よ
り
乳

幼
児

、
児

童
の

発
達

、
行

動
問

題
に
つ
い
て
観

察
、
把

握
・
診

断
を
行

い
、
保

育
士

、
教

員
、
保

護
者

へ
の

支
援

を
実

施
1

保
育

幼
稚

園
室

3
3

6
7

特
別

支
援

保
育

（
障

が
い
児

保
育

）
特

別
支

援
保

育
対

象
児

童
に
対

す
る
保

育
士

の
適

正
配

置
1

保
育

幼
稚

園
室

3
4

6
7

特
別

支
援

学
級

及
び
通

級
指

導
教

室
の

施
設

・
設

備
の

整
備

小
・
中

学
生

一
人

ひ
と
り
の

障
が

い
の

状
態

に
応

じ
た
教

育
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
特

別
支

援
学

級
等

の
施

設
・
設

備
の

整
備

2

＜
平

成
2
9
年

度
＞

・
新

曽
小

学
校

：
通

級
指

導
教

室
1
室

増
設

・
喜

沢
小

学
校

：
特

別
支

援
学

級
1
室

増
設

・
美

笹
中

学
校

：
特

別
支

援
学

級
1
室

新
設

＜
平

成
3
0
年

度
＞

・
戸

田
第

一
小

学
校

：
特

別
支

援
学

級
1
室

増
設

・
新

曽
北

小
学

校
：
特

別
支

援
学

級
1
室

増
設

・
美

女
木

小
学

校
：
特

別
支

援
学

級
1
室

増
設

・
美

笹
中

学
校

：
特

別
支

援
学

級
1
室

増
設

＜
令

和
元

年
度

＞
・
戸

田
南

小
学

校
：
特

別
支

援
学

級
２
室

増
設

・
喜

沢
小

学
校

：
　
特

別
支

援
学

級
1
室

増
設

教
育

総
務

課

3
5

6
7

発
達

障
が

い
を
含

む
障

が
い
の

あ
る
児

童
生

徒
に
対

す
る
指

導
内

容
・
方

法
の

改
善

就
学

支
援

委
員

会
の

充
実

と
能

力
及

び
特

性
に
応

じ
た
指

導
の

充
実

を
図

る
た
め
、
一

人
一

人
の

実
態

に
応

じ
た
適

切
な
個

別
の

教
育

支
援

計
画

・
指

導
計

画
の

作
成

2
合

理
的

配
慮

に
つ
い
て
記

載
す
る
よ
う
変

更
し
た
（
平

成
2
7
年

度
）
。

教
育

政
策

室

3
6

6
7

特
別

支
援

学
級

等
の

教
職

員
研

修
特

別
支

援
学

級
担

当
教

員
の

専
門

的
な
研

修
の

受
講

促
進

、
障

が
い
の

あ
る
児

童
生

徒
の

実
態

に
応

じ
た
将

来
を
見

通
し
た
指

導
の

工
夫

が
で
き
る
よ
う
研

修
を
実

施
1

教
育

政
策

室

3
7

6
7

障
が

い
児

の
通

園
施

設
等

に
対

す
る
助

成
市

内
で
障

が
い
児

の
通

園
施

設
等

を
運

営
し
て
い
る
社

会
福

祉
法

人
に
対

す
る
助

成
1

障
害

福
祉

課

担
当

課
名

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

拡
大

事
業

・
特

別
支

援
学

級
及

び
通

級
指

導
教

室
の

施
設

・
設

備
の

整
備

・
発

達
障

が
い
を
含

む
障

が
い
の

あ
る
児

童
生

徒
に
対

す
る
指

導
内

容
・
方

法
の

改
善

継
続

事
業

・
保

育
所
、
幼

稚
園

等
へ

の
児

童
観

察
指

導
・
特

別
支
援

保
育

（
障

が
い
児

保
育

）
・
特

別
支
援

学
級

等
の

教
職

員
研

修
・
障

が
い
児

の
通

園
施

設
等

に
対

す
る
助

成

廃
止

事
業

な
し
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戸
田

市
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
係

る
調

査
票

（
回

答
）

○
子

育
て
と
仕

事
の

両
立

に
向

け
た
支

援

3
8

6
8

育
児

休
業

制
度

等
の

普
及

・
定

着
広

報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

、
様

々
な
媒

体
を
活

用
し
、
育

児
休

業
制

度
の

周
知

・
啓

発
と
、
特

に
男

性
の

育
児

休
業

制
度

取
得

向
上

に
向

け
た
広

報
の

強
化

。
各

種
助

成
制

度
の

事
業

所
へ

の
普

及
1

協
働

推
進

課
経

済
政

策
課

3
9

6
8

仕
事

と
生

活
の

調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）
の

周
知

男
女

が
共

に
仕

事
と
家

庭
生

活
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
れ

る
よ
う
、
各

種
制

度
や

多
様

な
就

労
形

態
の

普
及

2
企

業
向

け
の

セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
身

近
な
働

き
方

改
革

セ
ミ

ナ
ー
及

び
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
新

規
で
実

施
し
、
働

き
や

す
い
職

場
環

境
の

周
知

・
普

及
を
行

っ
た
。

協
働

推
進

課
経

済
政

策
課

こ
ど
も
家

庭
課

4
0

6
8

男
女

共
同

参
画

の
学

習
機

会
の

提
供

及
び
啓

発
男

女
平

等
、
男

女
共

同
参

画
、
子

育
て
支

援
等

の
講

座
な
ど
の

実
施

（
上

戸
田

地
域

交
流

セ
ン
タ
ー
と
連

携
）

1
協

働
推

進
課

4
1

6
8

マ
タ
ニ
テ
ィ
教

室
夫

婦
共

同
で
子

育
て
を
す
る
意

識
の

啓
発

1
福

祉
保

健
セ
ン
タ
ー

4
2

6
9

女
性

の
自

立
支

援
、
男

女
の

悩
み

・
Ｄ
Ｖ
の

相
談

女
性

の
自

立
支

援
や

男
女

の
様

々
な
悩

み
の

相
談

支
援

事
業

の
実

施
。
Ｄ
Ｖ
の

相
談

支
援

と
関

係
機

関
の

連
携

を
実

施
1

協
働

推
進

課
福

祉
保

健
セ
ン
タ
ー

4
3

6
9

国
・
県

・
公

共
職

業
安

定
所

等
と
の

連
携

に
よ
る
情

報
収

集
・
提

供
国

・
県

・
公

共
職

業
安

定
所

等
と
連

携
し
、
就

職
全

般
に
関

す
る
情

報
収

集
及

び
提

供
1

経
済

政
策

課

4
4

6
9

就
労

支
援

・
再

就
職

等
の

た
め
の

講
座

の
開

催
就

労
を
支

援
す
る
各

種
講

座
等

を
開

催
し
、
就

職
や

再
就

職
等

に
向

け
た
支

援
の

実
施

2
就

職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
の

回
数

を
増

や
し
実

施
し
た
（
平

成
2
7

年
度

）
。

経
済

政
策

課

4
5

6
9

ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

職
業

相
談

事
業

ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
相

談
員

に
よ
る
求

人
・
就

職
に
関

す
る
相

談
や

職
業

紹
介

な
ど

個
々

の
就

職
活

動
の

支
援

の
実

施
1

経
済

政
策

課

担
当

課
名

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

継
続

事
業

・
育

児
休

業
制

度
等

の
普

及
・
定

着
・
男

女
共

同
参

画
の

学
習

機
会

の
提

供
及

び
啓

発
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

・
女

性
の

自
立

支
援

、
男

女
の

悩
み

・
Ｄ
Ｖ
の

相
談

・
国

・
県

・
公

共
職

業
安

定
所

等
と
の

連
携

に
よ
る
情

報
・
ふ

る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

職
業

相
談

事
業

廃
止

事
業

な
し

拡
大

事
業

・
仕

事
と
生

活
の

調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）
の

周
知

・
就

労
支

援
・
再

就
職

等
の

た
め
の

講
座

の
開

催
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戸
田

市
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
係

る
調

査
票

（
回

答
）

○
母

子
保

健
の

推
進

７
．
母

子
保

健
の

推
進

　
（
１
）
健

康
な
妊

娠
・
出

産
の

支
援

計
画

書
Ｐ
7
0

目
標

指
標

※
現

状
値

目
標

値

マ
タ

ニ
テ

ィ
マ

ー
ク

を
妊

娠
中

に
使

用
し

た
こ

と
の

あ
る

母
親

の
割

合
9
1
.3

%
5
0
%

妊
娠

中
の

喫
煙

率
2
.0

%
0
%

妊
娠

中
の

飲
酒

率
1
.6

%
0
%

乳
児

家
庭

全
戸

訪
問

の
割

合
8
9
.7

%
9
8
%

拡
大

事
業

・
不
妊
検
査
・
治
療
の
支
援

・
離
乳
食
学
級

継
続

事
業

・
妊
婦
健
康
診
査

・
妊
婦
保
健
指
導

・
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）

・
乳
幼
児
健
診

・
予
防
接
種
事
業

・
乳
幼
児
保
健
指
導

・
発
達
相
談

・
乳
幼
児
栄
養
相
談

・
保
育
所
幼
児
組
の
完
全
給
食

・
食
育
計
画

・
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及

・
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
ＩＤ

Ｓ
）
の

予
防

廃
止

事
業

・
妊
婦
健
康
教
育

32



4
6

7
0

妊
婦

健
康

診
査

医
療

機
関

委
託

で
実

施
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

4
7

7
0

妊
婦

健
康

教
育

妊
娠

・
出

産
・
育

児
に
関

す
る
知

識
の

普
及

と
主

体
的

に
妊

娠
・
出

産
に
取

り
組

め
る
た

め
の

教
室

等
の

実
施

3
よ
り
夫

婦
で
協

力
し
て
育

児
を
行

う
た
め
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
教

室
と
統

合
し
て
教

室
の

実
施

と
し
た
た
め
、
平

成
2
8
年

3
月

3
1
日

で
廃

止
。

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

4
8

7
0

妊
婦

保
健

指
導

電
話

・
面

接
・
訪

問
等

に
よ
る
妊

娠
中

か
ら
産

後
の

育
児

ま
で
必

要
な
支

援
の

提
供

1
福

祉
保

健
セ
ン
タ
ー

4
9

7
0

乳
児

家
庭

全
戸

訪
問

事
業

（
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪

問
）

産
婦

と
赤

ち
ゃ
ん
の

健
康

の
確

認
と
子

育
て
支

援
の

た
め
に
、
看

護
職

に
よ
る
家

庭
訪

問
を
実

施
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

5
0

7
0

不
妊

検
査

・
治

療
の

支
援

県
が

実
施

す
る
不

妊
相

談
の

周
知

や
検

査
費

・
治

療
費

助
成

を
実

施
2

平
成

2
9
年

1
0
月

1
日

か
ら
不

妊
検

査
費

助
成

を
開

始
。

平
成

3
1
年

4
月

1
日

か
ら
不

育
症

検
査

費
助

成
を
開

始
。

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

担
当

課
名
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７
．
母

子
保

健
の

推
進

　
（
２
）
健

や
か

な
成

長
・
発

達
支

援
　
①

疾
病

予
防

計
画

書
Ｐ
7
1

目
標

指
標

※
現

状
値

目
標

値

乳
幼

児
健

診
受

診
率

（
4
か

月
・

1
歳

8
か

月
・

3
歳

6
か

月
）

9
6
.0

%
9
8
%

育
児

に
つ

い
て

相
談

相
手

の
い

る
母

親
の

割
合

9
2
.4

%
9
8
%

1
歳

8
か

月
児

健
診

ま
で

の
予

防
接

種
完

了
率

（
四

種
混

合
）

9
9
.2

%
9
8
%

１
歳

8
か

月
児

健
診

ま
で

の
予

防
接

種
完

了
率

（
麻

し
ん

・
風

し
ん

）
9
6
.8

%
9
4
%

5
1

7
1

乳
幼

児
健

診
疾

病
の

早
期

発
見

、
発

達
の

促
進

、
育

児
支

援
な
ど
を
目

的
に
、
４
か

月
児

・
１
歳

８
か

月
児

・
３
歳

６
か

月
児

健
診

な
ど
を
実

施
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

5
2

7
1

予
防

接
種

事
業

四
種

混
合

・
麻

し
ん
、
風

し
ん
な
ど
の

定
期

予
防

接
種

の
実

施
。
予

防
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管

理
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
よ
る
接

種
勧

奨
。

1
福

祉
保

健
セ
ン
タ
ー

5
3

7
1

乳
幼

児
保

健
指

導
乳

幼
児

の
健

康
、
子

育
て
な
ど
に
つ
い
て
、
電

話
相

談
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

を
周

知
し
、
電

話
相

談
や

家
庭

訪
問

、
面

接
指

導
を
実

施
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

5
4

7
1

発
達

相
談

発
達

の
問

題
に
つ
い
て
、
専

門
職

に
よ
る
診

断
や

相
談

の
実

施
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

７
．
母

子
保

健
の

推
進

　
（
２
）
健

や
か

な
成

長
・
発

達
支

援
　
③

食
育

の
推

進

計
画

書
Ｐ
7
2

目
標

指
標

※
現

状
値

目
標

値

出
産

後
1
か

月
時

も
母

乳
育

児
の

割
合

3
6
.3

%
6
0
%

朝
食

を
欠

食
す

る
3
歳

児
の

割
合

0
.3

%
2
%

担
当

課
名

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）

※
目

標
値

は
す
こ
や

か
２
１
に
示

さ
れ

た
目

標
値

を
も
と
に
設

定
し
た
も
の

で
す
。

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日
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5
5

7
2

乳
幼

児
栄

養
相

談
管

理
栄

養
士

等
に
よ
る
栄

養
や

食
生

活
の

相
談

を
実

施
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

5
6

7
2

離
乳

食
学

級
離

乳
食

の
前

期
は

４
か

月
児

健
診

時
に
講

話
、
後

期
は

離
乳

食
の

進
め
方

や
作

り
方

を
学

級
と
し
て
実

施
2

4
か

月
児

健
診

時
、
毎

回
（
年

2
4
回

）
講

話
を
実

施
（
平

成
2
9

年
度

）
福

祉
保

健
セ
ン
タ
ー

5
7

7
2

保
育

所
幼

児
組

の
完

全
給

食
家

庭
の

負
担

軽
減

を
図

る
と
と
も
に
、
楽

し
い
食

事
の

仕
方

や
習

慣
が

身
に
つ
く
よ
う
、

公
立

保
育

所
で
米

飯
等

の
主

食
を
提

供
1

保
育

幼
稚

園
室

5
8

7
2

食
育

計
画

家
庭

と
の

連
携

の
下

、
食

に
関

す
る
生

活
習

慣
の

援
助

を
保

育
計

画
に
基

づ
き
実

施
1

保
育

幼
稚

園
室

７
．
母

子
保

健
の

推
進

　
（
２
）
健

や
か

な
成

長
・
発

達
支

援
　
④

事
故

等
の

防
止

対
策

の
充

実

計
画

書
Ｐ
7
2

目
標

指
標

※
現

状
値

目
標

値

乳
幼

児
揺

さ
ぶ

ら
れ

症
候

群
を

知
っ

て
い

る
親

の
割

合
9
7
.4

%
9
8
%

5
9

7
2

事
故

防
止

に
つ
い
て
の

知
識

の
普

及
乳

幼
児

健
診

や
相

談
の

場
に
お
い
て
、
事

故
防

止
の

知
識

の
普

及
・
啓

発
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

6
0

7
2

乳
幼

児
突

然
死

症
候

群
（
Ｓ
ＩＤ

Ｓ
）
の

予
防

乳
幼

児
突

然
死

症
候

群
発

症
の

危
険

性
と
そ
の

予
防

対
策

に
つ
い
て
、
保

護
者

に
情

報
提

供
1

福
祉

保
健

セ
ン
タ
ー

担
当

課
名

担
当

課
名

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）

※
目

標
値

は
す
こ
や

か
２
１
に
示

さ
れ

た
目

標
値

を
も
と
に
設

定
し
た
も
の

で
す
。

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

35



戸
田

市
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
事

業
計

画
に
係

る
調

査
票

（
回

答
）

○
子

ど
も
の

健
全

育
成

の
推

進

6
1

7
5

学
童

保
育

室
の

充
実

就
労

等
に
よ
り
保

護
者

が
昼

間
家

庭
に
い
な
い
小

学
校

就
学

児
童

に
、
放

課
後

の
遊

び
及

び
生

活
の

場
の

提
供

の
充

実
2

一
部

の
小

学
校

で
学

童
保

育
の

待
機

児
童

が
出

て
お
り
、
需

要
の

高
い
地

区
及

び
そ

の
近

隣
に
民

間
学

童
保

育
室

を
1
2
室

誘
致

し
、
受

け
入

れ
枠

の
拡

大
を
図

っ
た
。

児
童

青
少

年
課

6
2

7
5

放
課

後
子

ど
も
教

室
小

学
校

の
余

裕
教

室
や

校
庭

等
を
活

用
し
て
子

ど
も
た
ち
の

安
全

・
安

心
な
居

場
所

を
設

け
、
放

課
後

や
週

末
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化

活
動

な
ど
の

体
験

活
動

・
交

流
活

動
を
促

進
1

児
童

青
少

年
課

6
3

7
5

青
少

年
の

居
場

所
の

確
保

1
0
代

を
中

心
と
し
た
子

ど
も
の

居
場

所
確

保
と
し
て
の

「
青

少
年

の
広

場
」
・
「
青

少
年

の
居

場
所

」
の

充
実

と
青

少
年

が
参

加
で
き
る
各

種
講

座
の

充
実

2
「
青

少
年

の
居

場
所

」
に
つ
い
て
、
開

催
場

所
や

回
数

の
増

加
を
図

っ
た
。

「
青

少
年

の
広

場
」
に
つ
い
て
、
新

た
に
「
中

町
青

少
年

の
広

場
」
を
開

設
し
た
。

児
童

青
少

年
課

6
4

7
5

児
童

セ
ン
タ
ー
運

営
事

業
自

由
な
遊

び
空

間
の

拡
張

、
中

・
高

生
の

利
用

に
向

け
た
施

設
の

充
実

な
ど
の

整
備

推
進

。
幅

広
い
年

齢
層

に
対

応
し
た
展

示
物

・
館

内
設

備
の

計
画

的
な
見

直
し

1
児

童
青

少
年

課

6
5

7
5

子
ど
も
会

・
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

等
活

動
の

支
援

子
ど
も
の

遊
び
や

地
域

行
事

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

地
域

活
動

の
支

援
1

児
童

青
少

年
課

6
6

7
5

通
学

合
宿

家
庭

を
離

れ
地

域
の

施
設

を
利

用
し
、
異

年
齢

児
童

と
の

共
同

生
活

や
体

験
活

動
を
行

い
な
が

ら
学

校
に
通

う
通

学
合

宿
の

実
施

1
児

童
青

少
年

課

6
7

7
5

青
少

年
相

談
員

活
動

青
少

年
祭

り
、
は

た
ち
の

集
い
、
三

市
青

少
年

の
船

等
へ

の
相

談
員

の
協

力
1

児
童

青
少

年
課

6
8

7
5

非
行

等
の

防
止

対
策

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
青

少
年

健
全

育
成

大
会

、
街

頭
補

導
等

の
青

少
年

対
策

の
実

施
2

戸
田

市
青

少
年

補
導

員
協

議
会

を
実

施
主

体
と
し
て
、
埼

玉
県

青
少

年
「
街

の
応

援
団

」
事

業
を
実

施
し
、
夜

間
パ

ト
ロ
ー
ル

の
強

化
を
図

っ
た
。

児
童

青
少

年
課

6
9

7
5

地
域

ぐ
る
み

の
青

少
年

の
健

全
育

成
児

童
青

少
年

が
健

や
か

に
成

長
で
き
る
よ
う
、
家

庭
・
学

校
・
地

域
及

び
青

少
年

団
体

と
連

携
を
図

り
、
安

全
な
地

域
づ
く
り
、
1
1
0
番

の
家

な
ど
各

関
連

事
業

の
実

施
促

進
。
青

少
年

問
題

協
議

会
の

運
営

1
児

童
青

少
年

課

拡
大

事
業

・
学
童
保
育
室
の
充
実

・
青
少
年
の
居
場
所
の
確
保

・
非
行
等
の
防
止
対
策

担
当

課
名

継
続

事
業

・
放
課
後
子
ど
も
教
室

・
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
子
ど
も
会
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
活
動
の
支
援

・
通
学
合
宿

・
青
少
年
相
談
員
活
動

・
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
の
健
全
育
成

廃
止

事
業

な
し

N
o

計
画

書
P

実
施

事
業

名
事

業
内

容
実

施
区

分
継

続
（
拡

大
）
の

内
容

廃
止

理
由

・
廃

止
年

月
日

（
実

施
区

分
：
　
１
継

続
　
２
継

続
（
拡

大
）
　
３
廃

止
　
）
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